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平成 31 年度 定期総会報告 

平成 31 年度の静岡福井県人会の定期総会が 4 月 21 日 12 時より静岡市の中島屋グラン

ドホテルにて開催されました。議事次第は例年通りですが、今回、会員の鈴木さんがご逝

去されましたことが会長より報告があり、故人を偲んで黙祷が行われました。  

その後、第 1 部としての総会が行われ、開会の辞、武長会長の挨拶と出席会員の紹介、

議長選出後、以下の議案が審議され、出席者の多数（委任状提出者含む）により承認され

ました。 

第 1 号議案 平成 30 年度事業報告及び収支報告 

第 2 号議案 役員改選に伴う会長の選定方法についての細則制定についての内容説明 

第 3 号議案 新会長の選出 → 武長（現）会長の再任 

第 4 号議案 新役員承認の件 → 武長会長による選出 

       現役員の再任と新役員として「嶋田麗子」さんが委託されました。 

第 5 号議案 平成３１年度（令和元年度）事業計画及び収支予算の説明 

議案審議終了後に、改めて武長会長の挨拶と新役員の紹介が行われました。  

第１部の総会終了後、恒例の記念撮影を行い、その後懇親会が和やかに行われました。な

お、今回は例年慣例となっていました大橋さんグループによるハーモニカアンサンブルの

演奏がご都合により行われませんでしたのが心残りでした。 

懇親会は、名残惜しみながらも令和元年（今年です）６月 15 日に「中島屋グランドホテ

ル」にて開催される「静岡県内各県人会協議会」に多数の方々が参加され、再開を願い終

了となりました。                       ～ 記 吉川 ～ 
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福井が生んだ偉大な人 

日本医学史に名を刻む医者・・・築田 多吉について 

発刊から約 100 年、現在までに 1600 超の版を重ね、累計発行 2

千万部という驚異のロングセラーがある。家庭医学書「家庭に於

ける実際的看護の秘訣」、通称「赤本」だ。著者は福井市出身の

元海軍看護特務大尉、(1872~1958 年)。自らが実践し成果のあった

さまざまな民間療法を紹介しており、その内容は驚くほど幅広く、

多くの健康法がひしめく現代の民間医学のベースになっている。  

築田は明治 5 年、足羽郡酒生村(現福井市荒木新保町)に生まれた。

16 歳のころ上京、洋服屋の徒弟や車引きなど職を転々としたあと、

海軍に入隊し看護兵となった。以後 35 年の各地での海軍病院勤務

の間に病気治療の研究を重ねる一方、地方出身兵から故郷に伝わる民間療法や、伝承薬を

聞き取る作業を続けた。それらをまとめ、1925(大正 14)年、53 歳のときに発刊したのが

「赤本」だ。当初は海軍関係者だけに配る予定で 1 万部が刷られたが、評判が口コミで広

がり、関係者以外からも予約が殺到し、増版に次ぐ増版となった。昭和 30 年代には 1550

版に達し、全国の多くの家庭に常備されていった。最新の赤本は 2007 年に発刊され、1621

版目になる。 

「赤本」の表紙は全面赤色である。その訳は生命の

源は血液で、血流を良くすることが健康維持に重要

との思いからだ。全 18 章と付録で構成。その内容は

看護法、健康術、救急手当、女性の衛生と子供の育

て方、健康長寿法―などさまざまなジャンルで、薬

草や食事、指圧、灸、鍼(はり)など、ありとあらゆる

療法について紹介している。項目だけ挙げても約 300

点。築田はそれらを実際に試し、効果があると結論

付けたものを掲載した。築田自身も粗食・小食で咀

嚼(そしゃく)を徹底し、夕食後は 1 里(約 4 キロ)を 1

時間かけて歩き、帰宅して全身乾布摩擦、五右衛門

風呂に入って午後 11 時に寝るといった生活のリズムを重要視した。赤本の表紙の裏には、

健康術を知らない為に亡くなってしまった人々を嘆く築田の歌が記されている。 

＜人の行く裏に道あり 病む人の近路をしらで 逝くぞかなしき＞  

― 福井新聞の記事を抜粋して ― 

 

 

 

 

 

 

手前は１９３０（昭和５）年版の赤本。外傷の応急処置法

が図入りで示されているページ。奥は現在流通している現

代語版の赤本の表紙とカバー。増補もあって約１１００ペ

ージある＝福井県立歴史博物館 
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令和元年度より 2 年間の役員名簿 

 

役名 氏名 出身地 役名 氏名 出身地 

会長 武長 敏彦 三方町 幹事 古川 一夫 大野市 

副会長 中村 正明 大野市 〃 内田 文江 今庄町 

事務局長 小林 健 今庄町 〃 吉川 隆司 武生市 

会計 関 俊幸 今庄町 〃 嶋田 麗子 春江町 

会計監査 山下 光男 鯖江市 相談役 谷田 昭夫 高浜町 

 

― 事務局よりお知らせ ― 

１） 今後の行動予定について 

① 6 月 22 日（土）に「静岡県内各県人会協議会」の総会が開催されます。会場は中

島屋グランドホテルです。会場内で故郷の特産品が販売されますので、多くの会

員の参加をお願いします。 

② 7 月 27 日（土）富士でバーベキュー会を行う予定です。 

 

２） 平成 31年度の年会費納入について納入先や手続きが変更になることのお知らせと納

入のお願い 

年会費（3,000 円）の納入先が従来の郵便局から静岡銀行の以下の口座へ変更にな

りました。 

 

【静岡銀行 東静岡支店 普通 ００８０７８０ 静岡福井県人会】 

※ 振込手数料は会員の自己負担でお願いします。 

 

３） 新年度の年会費納入のご報告 

 会費納入者（敬称は省略します） 

谷田 昭夫  飯田 昭夫  玉木 重典  武長 敏彦  小林 健 

中村 正明  山下 光男  内田 文江  吉川 隆司  関 俊幸 

米野 正則  佐々木 修  井村 幸広  島津 保   中井 弘和 

岩本 次峰  相川 麗子 


